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趣のある由比の町並み 
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広報とカレンダー 

堀口理帆 

 

いい天気に恵まれた 5 月下旬。私たちは一週間、清水区の由比でフィールドワーク調査

をしてきました。そのあいだは、いろんな人に会って話を聞いてきた。由比の人はやさしく

て、突然やってきた私たちを快く迎えてくれました。私は、自分のテーマが人によっては不

快を感じるかも知れないと思ってたので、不安でしたが、初日にあたたかく迎えてもらえた

ことで安心してスタートすることができました。 

今こうしてコラムを書いてて思うのは、あの一週間が本当に貴重な体験だったことです。

こんなに、広い世代の人と積極的関わろうとしたのは、たぶん、初めての経験でした。「調

査」というかたちで、人からじっくり話や思いを聞く機会をもらえて本当によかったです。

他の人の知識・経験というのは、当たり前ですが、これまで自分が得てきたものとは違って

いました。しかも現場ならでは感じ方もあって、学生の私は感心するばかり。なんでも鵜呑

みにする自分には、今回の実習はいい薬（？）になったと思います。 

実習でいい経験ができたと思えるのは、話を聞かせてくれた人が皆優しかったおかげだ

と思います。自分で考え直したり、執筆するのはたいへんでしたが、こうして無事、報告書

を書き上げることができました！由比でお世話になった皆様、本当にありがとうございま

した！ 

 

さて、コラムということで一週間のおもしろかったを書きたいのですが、せっかくフリー

スペースをもらったということで、ここではあえて、本編で書けなかったことを書きたいと

思います。じゃーん！ずばり、ふれあい由比が発行している広報紙とカレンダーについてで

す。・・・・・・ネタ不足とかでは、ないですよ。もちろん。 

 

それでは写真とともにご紹介します。次ページの上の 2 枚目は、由比で配られている広

報紙とそれを作っている総務委員会の人たちです。なんで地区の広報を NPO のふれあい由

比が発行しているのか。それは、市からもらえる広報には由比の情報があまり取り上げられ

ていないからです。それなら自分たちで由比の情報がのった広報をつくろう、となったそう

です。ちなみに、由比町時代の広報を見本に作ったそうです。この広報紙には写真が多くて、

由比に住んでない私でも読んでて楽しいです。お寺などシリーズ特集もあるのでお楽しみ

に！ 

右下は、事務所に置かれた、ふれあい由比カレンダーです。カレンダーにはごみの分別の

他に、学校や生涯学習交流館での行事、地区の祭りなどの情報も詳しく載っています。だか

ら、その月に由比で何があるのかが一目でわかるのです。調査中は、このカレンダーを使っ

ているという話をよくききました。 
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夏休みに由比に遊びに行ったら、「広報に

ちょっと君ら載ってたかも」というお話を聞

いたので、今度行く時は確かめてきます。 

 

 

 

 

ここまで読んでくださって、ありがとうございました！ 
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由比の子どもたち 

中川直柔 

 

僕が由比で調査をしている間にお世話になった人はたくさんいる。その中で、一番お世話

になったのはもしかすると由比の子どもたちかもしれない 

由比についた日に少し時間があったので、僕と猪原くんは二人で由比をぶらついて、漁港

に行ってみたり、コンビニに行ってみたりしていた。そろそろ宿に帰ろうと思い、由比川の

河原を歩いていると、数人の子どもたちが男女入り混じってサッカーをしていた。楽しそう

にサッカーをしている子どもたちを見ているうちに、僕もサッカーがしたくなってきた。

（僕は別にサッカーがうまいわけでもないが）そこで、ダメもとで声をかけてみようと思い

「サッカー一緒にさしてくれへん？」と言ったが、子どもたちに「えーむりー」と言われて

しまった。僕は、いきなり知らんでっかい人にそんなことを言われたらさすがに断るよなー

と思いながら、「まじかー」と残念がるリアクションをした。すると、子どもたちは僕たち

のことをかわいそうに思ったのか、「やっぱり、いいよー」といってくれた。僕は、カバン

を置いて彼らと一緒に汗だくになってサッカーを楽しんだ。 

一緒にサッカーをしてみると、僕が彼らに勝っているのは身長だけなんじゃないかと思

うくらいに子どもたちはサッカーがうまかった。そのなかで、女の子も男の子と同じように

遊んでいるのには驚いた。彼女たちの中にはかわいらしい服を着ているのに、靴はサッカー

用という格で本格的にサッカーを楽しんでいる子もいた。僕が小学生だった頃、男女が入り

混じってサッカーをしていた記憶はないので驚いたが、こうやって男女仲よく遊べるのは

いいなと思った。 

由比では、5時になると放送がかかる。それを聞くと子供たちはサッといなくなってしま

った。帰りがけに彼らは、「明日も来てー」と言ってくれたのがとてもうれしかった。 

結局僕は、由比にいた一週間のうちほぼ毎日子供たちに会いに河原へ行った。彼らはいな

いときもあったが、彼らがいるときは一緒に遊んでもらった（けして、遊んであげていたわ

けではない）。子供たちがゴールを決めて笑ったり、こけて泣いたり、チーム分けで友達と

もめたり、そんな姿を見て僕は由比で調査をするエネルギーをもらっていた。一週間の調査

を乗り越えることができたのは、彼らのおかげかもしれない。ありがとう。また遊んでな。 
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由比写真散歩 

深澤静香 

 

FW 実習中、由比の街を歩いている時間が多くあった。由比はぶらぶら歩き回るには 適

で、とても気に入ってしまった。 

 私は高校、大学と写真部に所属し、写真を撮ることが趣味である。いつもだいたい出掛け

るときにはカメラを持ち歩いて写真を撮り歩いているのだが、由比でも散歩がてら写真を

撮ったのでここでいくつかお見せしたいと思う。 

まずは、かわいいもの。桜えびのつるし飾りがいっぱい。桜えびへの愛を感じる… 

  

次は由比で出会った生き物たち。本陣公園前のカメは誰もが思わず写真を撮ってしまう

と思われる写真スポット（笑）かわいい犬たちには癒された（ *´艸｀）♡猫とも出会えた

けれど、こちらに興味なしのご様子。 

   

   
由比の街の「ちょっといいな」。家々の軒先に吊るされていた空き缶の風車（？）至る所

で見かけた。流行ってるのかな？通りに風情があるからどこを撮っても絵になる。お寺や神

社も多くて、神社仏閣好きの私には心くすぐられる。 
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そして食べ物。街をふらふら歩いているとおなかがすいてきてしまって地元のお肉屋さ

んの御惣菜に目を奪われてしまった。桜えびは定番。 

  

後に私の作業場。日に日に由比の皆さんから頂いたり買ったりしたミカンやお菓子が

周りに増えていく。手前にあるのはフィールドノート。お散歩もいいけれど、夕飯後のミー

ティング前にちょっとまとめなくては… 

 
由比が大好きになった１週間でした！！！          （いずれも深澤撮影） 
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腹が減っては調査はできぬ 

長島弘奈 

 

フィールドワークの調査地が由比だと発表されたとき、内心不安で不安で仕方がなかっ

た。なぜならサクラエビが嫌いだからである。美味い物を食べるのが生きがいの自分にとっ

て、今回の実習は辛いものになるのではないかと覚悟していた。 

だがしかし、本場の桜えびは美味かった。びっくりした。あれほどサクラエビが嫌だっ

たのに「浜のかきあげや」に実習中 3 回も足を運んでいた。ここでは由比で美味しかった

物を一部だが紹介したい。 

 

←浜のかきあげ

やの「沖漬け丼」。

これはやばい。自

家製のたれに漬

け込んだ桜えび

が大量に載って

いる。そのままで

も十分美味しい

し、熱々の出汁を

かけて食べても

美味しい。この

「沖漬け」は由比

漁協青年部の漁

師さん達が作っ

ている。さすが人気ナンバーワン、という感じだった。 

           

↓活き桜えびについて調べていたので活き桜えびももちろん頂いた。味は 初に塩気がく
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るけど後からほんのり甘みが広がる感じ。口に入れるとプチッと弾ける。箸でつまんだりポ

ン酢につけたりすると桜えびが暴れだす。目で見て楽しめ、食べても楽しめるものだと実感

した。深海生物を生きたまま食べるってやっぱりすごい。            

 

やることが見つからず路頭に迷っていた 2 日目、SNS で知った由比蒲原ウォーキングイ

ベントに飛び入り参加させてもらうことに。由比から蒲原までを歩いて往復し、途中で㈱ヤ

ママル工場に寄り桜えびの加工の様子を見学したり、㈱神沢川酒造所で地酒を試飲させて

もらったりした。道中、色々な方にお話を聞かせてもらうことができ、とても充実した一日

になった。ありがとうございました。 

 

←お昼は蒲原の

「よし川」に皆で

立ち寄った。偶然

にも活き桜えびを

提供しているお店

で色々とお話を聞

かせて頂いた。「桜

えびの黄金丼」が

有名だそうだが、

海鮮以外のものが

食べたくて地鶏そ

ばを注文。温かい

そばと久々のお肉は心にしみわたる味だった。 

 

ここで紹介しきれなかったものがたくさんある。桜えびまつりで食べた生シラスは絶品

だったし、原藤商店さんにお土産で頂いた「桜えびご飯の素」は家族に大好評である。きっ

と自分の知らない美味しいものがまだまだ由比にはたくさんあるだろう。由比は静岡市街

からも行きやすいから、時間がある時にでも訪れてみたらどうだろうか。自分も近いうちに

食べ損ねた倉沢のアジを食べるため、そして沖漬け丼をリピートするために由比に再度足

を運びたいと思う。 
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ありがとう、由比 

猪原康孝 

 

 私は静岡県静岡市清水区由比にてフィールドワーク調査を行いました。紆余曲折はあり

ましたが、ひとまず調査内容を報告書という形でまとめあげることができ安堵しています。

思い返せばたくさんの人たちに支えられた 1 週間でした。 

 まず思い浮かぶのは、私の主なインフォーマント先だった農家の皆様。お忙しい中、学生

の拙いインタビューに快く答えてくださるのみならず、知り合いの農家の方を紹介してい

ただいたり、さらには送迎までしてくださって本当にお世話になりました。本論では学生と

して学術的に様々なことを述べています。しかし 21 歳、1 人の人間として私が由比で一番

魅力的に感じたことは、農家の皆様の信念を持った生き方と、素敵な笑顔に裏打ちされた人

のあたたかさです。 

 また今回のフィールドワークを陰で支え、いつも学生たちを見守って下さった先生方。私

たちが調査に行き詰ったとき、いつも手を差し伸べ次の段階へと引き上げてくれました。企

画、準備等たくさん苦労されたと思います。本当にありがとうございました。 

 そして共に歩んだ 12 人の同級生たち。一緒に悩める仲間がいることは、なにより心強か

ったです。優秀な彼らを見ていると、日本の未来は安泰だなあといつも思うのです。 

 ここでは書ききれませんが、1 週間宿泊させていただいた玉鉾様、JA の皆様、由比地区

の諸関係者の方々等本当にお世話になりました。皆様のおかげで非常に有意義な 1 週間に

なりました。 

 

以下由比での思い出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西山寺、阿蘇にある土地改良されたミカ

ン畑が広がる長い下り坂を自転車でゆっ

くり下る。ゆずの夏色を歌いたくなった

が、後ろに誰も乗せていないため断念。 

由比の子供たちと遊ぶ 1 コマ。

ぼくたちはあれから何を失っ

たのだろう。その答えは由比に

ある気がしたんだ。 
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私のお気に入り        

石山晴菜 

 

 由比ではたくさんの素敵な人、動植物に出会いました。一部ではありますが皆さんに紹介

したいと思います。 

  

まずは由比でであった動物たちです。左側がこはるちゃん、右側がくまちゃん（イヌなの

に!）といいます。こはるちゃんは、生後 3 ヶ月程度だそうで、家の中を走る姿はまるでぬ

いぐるみのようでした。本当にかわいくて、FW 中はほとんど毎日こはるちゃんに会いに行

っていました。まさにアイドルですね。今度会いに行ったとき、どのくらい大きくなってい

るのか、とっても楽しみです。くまちゃんは、缶詰についてインタビュー中に出会った子で

す。おばあちゃんととても仲良しで、初めて会った私にも愛想よく対応してくれました。（と

っても嬉しかった）。やっぱり動物は可愛いですね。癒しです。 

  

次に紹介するのはサボテンです。突然ですが、私はサボテンがとても好きです。由比でも

サボテンを多く見かけ、嬉しく思いました。由比のサボテンは、この写真のように背が高い

ものが多かったような気がします。FW 中に、くまちゃんの飼い主のおばあちゃんにサボテ

ンをいただきました。家のベランダで育てていて、この間大きなお花が咲きました。これか

らも大事に育てていきたいと思います。 
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 後に、由比缶詰所でであったお姉さんを紹介したいと思います。初めて由比缶詰所に行

った日、私はうまくインタビューできるか、とても緊張していました。インタビューが終わ

った後、直売所を訪れると、そこで働いているお姉さんが、「ちょっと待っててね」と言っ

てこのパンを買ってきてくださり、「頑張ってね」と言ってくれました。その心遣いがとて

も嬉しくて、FW 頑張ろう、と改めて思いました。そしてこのパンは本当においしかったで

す。（由比ではパンも移動販売の車が来ているようでした）。 

 

 このように、由比ではたくさんの素敵な人、動植物に出会いました。初めて会った私達に

も親切にしてくださる方々ばかりで、本当にあったかいところだなぁ、としみじみ感じまし

た。みなさんもぜひ由比に訪れた時には、素敵な人、動植物との出会いを楽しんでください

ね。 
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フィールドワークの裏話？ 

菊池真優 

 

＜早寝早起き？＞ 

 私が由比でのフィールドワーク中、毎日欠かさずおこなっていたのが「早寝早起き」だっ

た。しかし、この「早寝早起き」には裏があった。私は、枕がかわると眠れないのだ。フィ

ールドワーク中は、誰よりも早く布団に入った。なぜなら、早く布団になれる必要があった

からだ。眠りに付こうと目を瞑るが、睡魔は一向にやってこなかった。やっと眠れたと思っ

ても、眠りが浅かった。そのため、1週間のうちほとんどの日を、目覚まし時計よりも早起

きする結果となった。 

 布団になれることと睡眠に入り辛いことを補うため「早寝」をし、睡眠の浅さが「早起き」

をさせていた。このときほど自分の神経質さを恨めしく思ったことはない。 

 

＜サッタ峠＞ 

 フィールドワーク中、時間を見つけては原付を走らせて、サッタ峠に登っていた。 

 

 毎日忙しく動き回っていた 1週間。サッタ峠から景色を眺めていると、時間がゆっくりと

流れているように感じ、気持ちをリフレッシュすることができた。この時間があったからこ

そ、フィールドワークをがんばれたといっても過言ではない。また、山道へ入る前の町並み

は、宿場町の雰囲気を残しており、とても素敵だった。次に由比を訪れる際は、絶対に歩い

て通ろうと強く決意した。 
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懸魚ギャラリー 

横道 菫 

 

 

  

事前調査で調べた時に、由比の特徴としてどこかのホームページに載っていたのが降懸魚

であった。読み方も由来も何一つ分からない。検索して、ゲギョと読むことを知った。何と

なくの由来も知った。しかし、実際に由比にはどのくらいの懸魚があるのだろうか。そして、

由比において懸魚はどのような存在なのであろうか。そんなことを知りたくなって降懸魚

について調査することにした。 

 由比で調査を始めてから、主に街道沿いの家屋や、いわゆるミカン御殿とされる家屋など

を中心に降懸魚が付けられていることが分かった。よく見てみると、模様が全然違う。面白

い。この模様には、その家特有の何かが込められているのであろうか。聞いてみると、ブリ

キ屋さんがまとめて作った、屋号を表している、色々な答えが返ってきた。本職である建築

家に聞いてみると、特に意味はない、との答えだった。 

 事物の全てに意味を求めるのはナンセンスだなぁとしみじみ思った瞬間であった。そ

れと同時に、降懸魚はそれぞれの家屋のシンボルのようなものに違いない、と諦めきれ

ない自分もいた。結局のところ人によるのであろうが、彫刻師、もしくは建築家が丹精

込めて作った降懸魚は素敵だと思うし、私にとって由比の町を歩く時の一つの楽しみな

のである。 

 今回の調査にあたって、たくさんの方々のご協力に本当に助けられました。文人コー

スって良いなぁ、由比って良いなぁ、由比の人って良いなぁ、と強く思った、とても楽

しい１週間でした。拙い報告書ではありますが、由比の皆様への感謝の意も込めて作成

しました。ありがとうございました。 
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“人”が魅力的な町 

山本萌葉 

 

 由比で過ごした 1 週間は、とても大切な思い出になっています。豊かな自然が織りなす

美しい景色、どこか懐かしく風情のある街並み、おいしい食べ物、などなど由比には素敵な

魅力がありすぎました！そのなかでも私がいちばん感動したのは、由比の人々のあたたか

さでした。かかわらせていただいた方々が、みなさん本当に親切であたたかかったのです。 

 

 写真とともに紹介すると… 

 

 

旅館「玉鉾」のご主人望月さんと愛犬のクロ。 

元由比町長の望月さんからは、調査の話以外にも、人生で大切なことなどたくさん教えても

らいました。クロの散歩にも一緒に行きました。とてもお元気で素敵な方です！ 
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毎日のように由比川橋の近くの休憩所で井戸端会議をしていたおじいさま方。 

いつも楽しくお話をしてくれました。 

なんと食堂まで車を出してくれたこともありました！（大林のコラム参照） 

 

ほかにも、お仕事で忙しそうだったのに、「仕事しながらでもいいなら全然かまわないよ」

と笑顔で調査に協力してくださったケーキ屋の店長さん、急なお願いにもかかわらずたく

さんお力を貸してくださった由比小学校の先生方、アンケートに答えてくれたり追加調査

の遠足で仲良くしてくれたり放課後のサッカーに入れてくれたりした由比の子どもたち…

と、ここにも挙げきれないほどたくさんの方がとても親切にしてくれました。本当に、由比

の方たちの優しさ、あたたかさに支えられた 1 週間だったなと思います。みなさんに出会

えてよかったです。 

 

帰るころには由比のことが大好きになっていて、実習が終わって数日間由比シックにか

かったほどでした。こんなに大好きな場所になるとは思っていませんでした！（笑）また何

回でも遊びに行きたいと思います。ありがとうございました！ 

  

- 192 -



 

 
 

由比のまちを歩いて 

小出奈摘 

FW 中にあった印象的な出来事についていくつか振り返りたいと思います。 

 

・生シラスをいただく 

何度かお話して仲が良くなった吉岡魚店の吉岡さんに、少し余っているからと生

シラスをいただきました。ありがとうございました。美味しかったです。 

 

写真 吉岡さんご夫妻（小出撮影） 

 

・吊るし雛をいただく 

ちりめん夢工房ふるまきの古牧さんから、手作りの可愛い桜えびの吊るし雛など

をいただきました。ありがとうございました。由比での思い出として大きな吊るし

雛は文化人類学コースの実習室に、単体の桜えびは私の部屋に飾ってあります。 

・迷子になる 

一度通った道だからと油断して地図を見なかったことが原因。時間と体力を浪費

しましたが、いい散歩になりました。それと方向音痴を再確認しました。 

・携帯を落として画面を割る 

石の床にスマホを落として、画面に大きなヒビが。３日間くらいショックを引きず

りましたが、結局今もそのまま使っています。 

・菊屋さんに調査に関する資料を提供していただく 

大きなかき揚げの乗った桜えび丼が美味しい菊屋さん。おかげで報告書が進みま

した。本当にありがとうございました。  
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由比を散歩 

林恵梨子 

  

一週間のフィールドワークは準備や、報告書を書くことを含めてすごく大変でしたが、現

地で過ごした一週間は、貴重な体験となりました。今回私は、西は倉沢から、東は隣の地区

である蒲原まで歩きました。普段そんなに運動をしない私は、筋肉痛になり、スニーカー一

足を犠牲にしました。しかし、その中で、たくさんの由比の魅力に触れることができました。

多くの方とお話をし、海、山、町並みなどの景色を味わい、果物をいただくなど、楽しく歩

くことができました。ここでは、歩いていく中で味わった倉沢から寺尾の景色を紹介したい

と思います。 

   

写真 1 倉沢から寺尾へ行く途中の景色 写真 2 倉沢の町並み 

 

写真 1 は、倉沢から、寺尾に行く道の途中から海を見たときの写真です。奥に富士山が望

めます。この日は曇っていたので、富士山ははっきりと見ることができませんでしたが、う

っすらと富士山を見ることができ、海もきれいでした。 

写真 2 は倉沢の町並みの様子です。古い建物が並んでいて趣を感じます。ゆったりと過

ごすことができました。この地区の方々は、農家の方が多いようで、歩いている途中で、数

種類のかんきつ系の果物をたくさんいただきました。みんなで食べました。おいしかったで

す。 

今回のフィールドワークでは、果物の他にも、たまご餅や、お酒など様々なものをいただ

きました。ありがとうございました。また、道中のお話楽しかったです。みなさんとても親

切で感謝しています。 
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由比で出会ったラーメンとやさしさ 

大林美月 

 

 フィールドワーク実習も半分が過ぎた頃、慣れない生活に対する疲労と、調査がうまくい

かないもどかしさから、無性にラーメンが食べたくなった私と山本。インターネットでラー

メン屋を検索してみてものの、徒歩しか移動手段のなかった私たちが行くことができるラ

ーメン屋が見つからない。私たちの「ラーメンを食する」という夢は断たれようとしていた。

そこで、ダメでもともと、宿泊先の玉鉾の近くで井戸端会議をしていた数人のおじいさま方

にラーメン屋さんを知らないか、聞いてみることにした。「あおぞらならラーメンあるんじ

ゃないか？」そんな声が上がった。由比駅前にある食堂“あおぞら”である。おじいさま方

の親切はラーメン屋の紹介だけではなかった。ひとりのおじいさまが車であおぞらまで送

ってくれたのである。歩けば 20～30 分の距離。決して歩けない距離ではなかったが、お昼

時を過ぎ、空腹と疲労のストレスを抱えた私たちには、非常にありがたい申し出であった。

この場を借りてお礼を言いたい。本当にありがとうございました。 

 あおぞらにて、私たちはチャーシュー麺を注文。料理を待っているあいだ、店においてあ

った雑誌の切り抜きを発見。そこには「あおぞらの桜えびのかき揚げは由比で一番」と書か

れていた。「これは食べるしかない！」と意見が一致した私たちは、桜えびのかき揚げも注

文した。そのかき揚げは今まで食べたものの中で一番おいしかった。桜えびが嫌いな人や、

桜えびのかきあげが好きでない人は、一度あおぞらの桜えびのかき揚げを食べれば世界が

変わるだろう。 

 こうして、食べたくて仕方がなかったラーメンと、由比で一番おいしいかき揚げを食した

私たちはとても満足し、幸せになることができた。この日のこの出来事がなかったら、きっ

と私は一週間の調査を乗り越えることはできなかったであろう。私たちは由比に一週間滞

在したが、ここには書ききれないほど、由比の人々は本当にやさしく、あたたかく私たちを

受け入れてくれた。由比の人々のおもてなしの心、あたたかさに触れることができて、由比

が大好きになった。お世話になった由比の皆さま、本当にありがとうございました。 

 

（あおぞらにて チャーシュー麺と桜えびのかき揚げ 大林撮影） 
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